
アンケート結果について

平成23年2月から8月に国道３５７号千葉地区の交通円滑化対策についてのアンケートを行いま
した。結果及びご意見が多かった内容を紹介します。

約９割の方が「交通の円滑化対策は必要」と回答しています

アンケート 回答数：5177件 期間：平成23年2月22日～2月24日（webアンケート）

期間：平成23年2月～8月 （事務所ホームページ）

必要ない
1 9％

その他
2.2％

問．国道３５７号の交通の円滑化の取り組みについてどのように思われますか。

約９割の方が「交通の円滑化対策は必要」と回答しています。

あまり必要ない
5.5％

1.9％

必要だ
47.0％

まあ必要だ
43.4％

約９割の方が
必要と回答

アンケートご協力いただき、ありがとうございました。

●次のページから国道３５７号の交通円滑化対策について頂いたご意見の内、多かった内容に
について紹介しますについて紹介します。
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交通安全対策について

Ｑ．交差点の事故が多いので危ない。複雑な交差点の形をなんとかして欲しい。

Ａ 現在の２段階右折は右折のため ピ ドを落とした車に後続車両が追突する事故が多

【現在】

Ａ．現在の２段階右折は右折のためスピードを落とした車に後続車両が追突する事故が多い。

交差点をコンパクト化することにより、右折がスムーズになり安全な交差点になります。

【現在】

【整備イメージ】
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歩道・自転車レーンの整備について

Ｑ．歩行者や自転車が安心して利用できる道路になってほしい。

Ａ 歩行者と自転車に関する事故が増え る とから 千葉県 千葉市 県警と連携し 整備を

【周辺道路の現在の整備状況】

Ａ．歩行者と自転車に関する事故が増えていることから、千葉県・千葉市・県警と連携して整備を

推進していきます。

●自転車歩行者道に、カラー舗装を使用し歩行者と自転車の錯綜を防止

国道１４号幕張地区

●車道に自転車道を設置し、歩行者と自転車の錯綜を防止

国道１４号幕張地区

市道高洲中央港線（京葉線通り）

●歩行者道と自転車道の間に植樹帯を設置し、歩行者と自転車の錯綜を防止
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国道１４号幕張地区



信号サイクルの見直しについて

Ｑ．信号のタイミング調整をしてほしい。右折時の信号を強化してほしい。

Ａ 千葉県警と連携し 信号現示の最適化を目指します

信号サイクルの見直し（国道１６号柏地区で行った信号の最適化の例）

●信号現示の最適化に係る基本的な考え方

Ａ．千葉県警と連携し、信号現示の最適化を目指します。

千葉県警実施 千葉国道実施

フ

■９月時点における現示最適化 ■一定期間での信号現示最適化の効果検証
現
示

調査内容：

交通量調査

(国道16号主要交差点)

旅行速度調査

(国道16号・内外回り)

滞留台数調査

(国道16号・従道路)

ビデオ調査

(国道16号・従道路)

交通量調査

(並行３路線断面)

事前調査

平成22年7月下旬実施

効果確認(即時効果)

総停止時間分析 旅行速度分析

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

現示の最適化を行ったとしても、常に最適であるか疑問

示
最
適
化
（
？
）

現
示
最
適
化

旅行速度調査

ビデオ調査

(国道16号・従道路)

現状分析

信号現示調整
平成22年9月10日～開始

現示操作経験

現場での
微調整

(冒頭1週)

事後調査

■更なる対策の必要性を検討

・信号現示の再考

・道路構造の改良

・信号現示の再考＋道路構造の改良 等

ミクロシミュレーション等による検証を踏まえ

●信号現示の最適化実験結果

＜信号現示変更結果＞
内回り 外回りとも 旅行時間が短縮され 停止回数も減少した

(国道16号・内外回り)
交通量調査

(並行３路線断面)

平成22年9月中旬実施 新たな対策案のあり方

内回り、外回りとも、旅行時間が短縮され、停止回数も減少した。
信号が青になるタイミング調整により、先詰まりが解消され、青信号になった際のスムーズな発進が可能となった。

●現示変更前後の旅行時間観測結果

変更前 22分01秒

内回り（桜台→大青田） 外回り（大青田→桜台）

24分03秒
変更前旅

事前：H22/7/21の平均値

変更後 16分25秒 17分13秒変更後

行
時
間

停
止
回
数

5分36秒
(25%)短縮

6分50秒
(28%)短縮

変更前

変更後

12.5回

6 9回 5 6回(45%)

変更前

変更後

14.0回

7.8回 6 2回(44%) 事前：H22/7/21の平均値
事後：H22/9/10、9/29の平均値

●現示変更前後の状況例

数 変更後 6.9回 5.6回(45%)
減少

6.2回(44%)
減少
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環境対策について

Ｑ．排ガス、騒音等の環境対策をしてほしい。

Ａ 交通の円滑化により 沿道環境（騒音 振動 大気質）の改善が期待できます

【整備前の断面イメージ】 【整備後の断面イメージ】
★：予測地点

Ａ．交通の円滑化により、沿道環境（騒音、振動、大気質）の改善が期待できます。

車線
増設

車線
増設

騒音・振動
要請限度 ： 騒音規制法、振動規制法により定められた許容限度

※ 環境基準 ： 環境基本法により定められた生活環境の保全のうえで維持されることが望ましい基準

★
1.2m

★
1.2m

交通円滑化の整備により 車道と沿道住居の距離が現況より離れるため騒音が低減される

70

80

70

80
【昼間】 【夜間】

要請限度(70dB)

環境基準(65dB)

要請限度(75dB)

環境基準(70dB)

◆騒音

・交通円滑化の整備により、車道と沿道住居の距離が現況より離れるため騒音が低減される。

・交通円滑化の整備にあわせ、傷んだ舗装を低騒音舗装に直します。

高機能舗装（低騒音舗装）

70
65

50

60

現況 整備後

73
67

50

60

現況 整備後
※現況とは、H21.12千葉市環境局環境保全部環境規制課

・交通円滑化の整備により 車道と沿道住居の距離が現況より離れるため振動が低減される

50

60

70

50

60

70
要請限度(65dB)

要請限度(60dB)

◆振動
【昼間】

【夜間】

交通円滑化の整備により、車道と沿道住居の距離が現況より離れるため振動が低減される。

52 51
40

現況 整備後

49 48 
40

50

現況 整備後

大気質
走行速度が改善されることにより自動車から排出される二酸化窒素（NO2）※２、浮遊粒子状物質

（ ） 低減が期待されます

0.06

0.08

0.10

0.05

0.06
環境基準(0.06ppm) 環境基準(0.10mg/m3)

（SPM）※１の低減が期待されます。

【二酸化窒素（NO2）】 【浮遊粒子状物質（SPM）】
走行速度と排出ガスの関係
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0.059 0.058

0.02

0.04

現況 整備後

0.051 0.049 

0.04

現況 整備後

※現況とは、平成２１年度千葉市役所自動車排出ガス測定局

※1）2％除外値：年間の１日平均値の高い方から2％除外した１日平均値

※2）98％値：年間の１日平均値の低い方から98％に相当する１日平均値



整備効果について

Ｑ．整備前と整備後で、どのような効果があるのか知りたい。

Ａ 交通の円滑化対策により救急医療サ ビス水準の向上 地先交通の円滑化が期待できます

●第３次救急医療機関への短縮効果

【対策実施による救急医療センターへの36分圏域の拡大】消防署 現場

国道３５７号道路整備（交通の円滑化・新港横戸町線）の整備により、これまで渋滞箇所を回避して迂回していた

ケースが経路を変更することで、搬送距離や所要時間の短縮が図られ、救急医療サービス水準が向上。

Ａ．交通の円滑化対策により救急医療サービス水準の向上、地先交通の円滑化が期待できます。

0分 10分 20分 30分 40分 50分 60分

千葉市全体

【対策実施による救急医療センタ の36分圏域の拡大】

時間短縮

Ｈ２１全国平均：36分

病院
搬送

5分

5分

6分

7分

18分

18分

18分

18分

6分

11分

6分

9分

6分短縮

7分短縮

3分短縮

4分短縮

千葉市全体

（96万人）

中央区

（20万人）

花見川区

（18万人）

稲毛区

（16万人）

6分

5分

5分

18分

18分

18分

14分

18分

3分

8分短縮

11分短縮

3分短縮

若葉区

（15万人）

緑区

（12万人）

美浜区

（15万人）
現況

約３９万人
新港横戸町線

約４７万人

交通円滑化
約６８万人

■全国平均（36分）の搬送時間における人口割合
平日昼間12時間

国道357号交通の円滑化対策区間周辺における地先交通の円滑化が期待できます。

消防署から現場までの到着時間 現場滞在時間（待ち時間）

現場から病院までの搬送時間 短縮時間

約 約

（約４割） （約５割） （約７～８割）

※（ ）は千葉市の全体人口のカバー率※ 現場滞在時間（18分）は本調査での平均値（平日昼間12時間）
※ 地下立体・新港横戸町線・交差点改良による時間短縮効果の想定

至 千葉駅

至 国道357

交通の円滑化対策区間周辺は、商業施設や物流施設が集積し、大型車の交通量が多いことから、周辺の生活
道路に、国道357号の渋滞を避ける抜け道となっており交通混雑が発生しています。
国道357号交通の円滑化の整備により、より走行性の高い国道357号に

交通が転換し、地先交通の円滑化が期待されます。

至 国道357

至 千葉港 撮影：H22.10

至
幕
張 至

市役所前の大型車による交通混雑の様子

至 国道357

運
輸
支

至 国道
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張 至
木
更
津

当社では、中央卸売市場で仕入れた青果物を配送し
ていますが、朝ピーク時は国道357号の混雑を避けて、
海側の市道を利用するようにしています。

（運送関連企業ヒアリング結果）

支
局
前

交通円滑化対策 L=5.6km



雨水対策について

Ｑ．大雨の際に冠水があった。こうした対策にも配慮してほしい。

Ａ 中央分離帯を有効活用し 調整池を作ることで雨水対策の改善が期待できます

＜冠水状況について＞

平成22年9月8日（水）に国道３５７号の黒砂・登戸付近において、豪雨時に道路が冠水する事象が発生

溢れた水は、沿道の宅地にもおよぶ
地下立体

延長１ ０ｋ路面冠水範囲

約 １．６ｋｍ

Ａ．中央分離帯を有効活用し、調整池を作ることで雨水対策の改善が期待できます。

至

木
更
津千

葉
西

浅
間
神

運
輸
支

登
戸
４

ポ
ー
ト

神
明

新
港
横
戸
町
線

松
波
新
港
線

登
戸

市
役
所

新
宿東関道

延長１.０ｋｍ

花
園
橋

路面冠水範囲

至

東
京

山側

西
警
察
署
入
口

神
社
前

支
局
入
口

４ ト
ア
リ
ー
ナ
前

所
前

海側
50m

山側 海側
50m

現 況 計画イメージ

【調整池断面イメージ図】

【登戸４丁目調整池整備状況】

50m 50m

排水の調整池

対策前

調整池平面図

登戸４丁目
至

船
橋

至

木
更
津

対策後 橋
津
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交通円滑化対策の進め方

国道３５７号の千葉西警察入口から市役所前に至る約５．６ｋｍについて、渋滞対策と交通安全対
策を一体で実施します。
特 葉市役所周辺 お は ３ 交差点が近接 渋滞が著 から個 交差点

（参考）

特に千葉市役所周辺においては、３つの交差点が近接し、渋滞が著しいことから個々の交差点の
改良ではなく、約１．０ｋｍの道路の地下化（地下立体）を進めています。
残る約４．６ｋｍ（４交差点）については、右左折レーンの設置や直進車線の増設等の交差点改良

を進めています。

①連続的に交差点を改良する範囲(交差点４箇所) 約4.6km ②地下⽴体⼯事中 約1.0km

⾄

東
京

⾄

市
原
市

写真② 写真①
写真③

①交差点の改良 ②地下立体工事

現在の中央分離帯（緑地）のスペースを有効活用し、
渋滞・交通安全対策を進めていきます。

工事の進捗に合わせ走行車線の切り替えを行いなが
ら、地下立体の工事を進めています。

【現在】

中央分離帯 中央分離帯

市原方面

走行車線
６日５時から

写真① 市役所前歩道橋から市原方面を望む

市原方面

東京方面

写真② 登戸交差点の東京側から市原方面を望む

東京方面

中央分離帯のス
ペースを有効活
用した渋滞対策

写真③ 稲丘歩道橋から市原方面を望む

右折レーンの延伸左折レーンの設置直進車線の増設
（2車線⇒3車線）

【整備イメージ】

【整備イメージ】

登戸交差点

市役所前交差点

右折レーンの延伸
直進車線の増設
（2車線⇒3車線）

左折レーンの設置
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登戸交差点


